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サポート対象のパーティションイントラドメインフェデ

レーションの統合
この章では、IM and PresenceとMicrosoft Live Communications Server（LCS）またはMicrosoft Office
Communications Server（OCS）間のパーティションイントラドメインフェデレーションを有効に
する設定手順について説明します。次に示す LCSおよび OCSプラットフォームがサポートされ
ています。

• Microsoft Live Communications Server 2005、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Office Communications Server 2007リリース 2、Standard Editionおよび Enterprise
Edition

関連トピック

ハードウェア要件, （2ページ）
ソフトウェア要件, （2ページ）
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ハードウェア要件
IM and Presenceと LCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーションでは、次に
示すシスコハードウェアが必要です。

• IM and Presenceサーバ。 IM and Presenceハードウェアサポートについては、IM and Presence
互換性マトリクスを参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerサーバ。 Cisco Unified Communications Managerハード
ウェアサポートについては、Cisco Unified Communications Manager互換性マトリクスを参照
してください。

•（任意）Cisco CSS11506 Content Services Switch

関連トピック

『Compatibility Information for IM and Presence Service and Cisco Unified CommunicationsManager』
ソフトウェア要件, （2ページ）

ソフトウェア要件
次の項では、IM and Presenceおよび LCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレー
ションに必要なソフトウェアの概要について説明します。

•サーバソフトウェア, （2ページ）

•クライアントソフトウェア, （3ページ）

サーバソフトウェア

パーティションイントラドメインフェデレーションには、次に示すサーバソフトウェアが必要

です。

シスコソフトウェア

• IM and Presence Serverリリース 9.0

• Cisco Unified Communications Manager Serverリリース 9.0

Microsoft ソフトウェア

•展開に応じて、次のいずれかになります。

◦ Microsoft Live Communications Server 2005、Standardまたは Enterprise Edition

◦ Microsoft Office Communications Server 2007リリース 2、Standardまたは Enterprise Edition
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•展開に応じて、次のいずれかになります。

◦ LCS管理ツール（LCSのインストール中にオプションのインストール項目が入手可能）

◦ OCS管理ツール（OCSのインストール中にオプションのインストール項目が入手可能）

• Microsoft Active Directory

その他のソフトウェア

バージョン 1.1以降の .NET Framework：ユーザ移行ツールを実行するサーバにインストールする
必要があります。

クライアントソフトウェア

IM and Presenceおよび LCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーション展開に
必要なクライアントソフトウェアは、ご使用の展開により異なります。パーティションイント

ラドメインフェデレーション展開では、IM and Presence対応クライアントを任意に組み合わせる
ことができます。

IM and Presence対応クライアント
IM and Presenceおよび LCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーション展開で
は、次に示す IM and Presenceクライアントがサポートされています。

シスコソフトウェア

• Cisco Jabberリリース 8.5

• CiscoJabberリリース 8.6

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for Windows

• Cisco Jabber IM for Mobile（iPhone、Android、Blackberry）

• Cisco Jabber for iPad

• Cisco Jabber for Cius

すべての Cisco Jabberクライアントのバージョンの互換性については、該当する Cisco Jabber
クライアントのマニュアルを参照してください。

（注）

サードパーティ製ソフトウェア

サードパーティ製の XMPPクライアント
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Microsoft LCS/OCS 対応クライアント
展開に応じて、次に示すクライアントがサポートされています。

• Microsoft Office Communicator 2005

• Communicator Web Access 2005

Communicator Web Access 2005は、IM and PresenceおよびMicrosoft LCS間で TLS暗号化が有
効になっていない場合のみサポートされています。これは、Communicator Web Access 2005で
は、連邦情報処理標準（FIPS）コンプライアンスがサポートされていないためです。FIPSは、
必要に応じて IM and Presenceによる TLSv1暗号化に対応するため、Microsoft LCSで有効にす
る必要があります。

（注）

• Microsoft Office Communicator 2007リリース 2

• Communicator Web Access 2007リリース 2

関連項目

ハードウェア要件, （2ページ）

統合の準備
IM and Presenceおよび LCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーションの設定
は、慎重に計画することが大切です。この統合の設定を開始する前に、この項に記載の項目をお

読みください。

•プレゼンスドメイン, （4ページ）

•ユーザの移行, （5ページ）

• DNSの設定, （11ページ）

•認証局サーバ, （11ページ）

•ハイアベイラビリティ, （11ページ）

プレゼンスドメイン

パーティションイントラドメインフェデレーションは、その特性上、共有プレゼンスドメイン

内で IM and Presenceおよび LCS/OCS間の統合をサポートします。ただし LCS/OCSは、LCS/OCS
展開ごとに複数のプレゼンスドメインの設定をサポートします。
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すべてのMicrosoft Office Communicatorユーザのプレゼンスドメインは、パーティションイン
トラドメインフェデレーションの IM and Presenceクライアントユーザと同じでなければなり
ません。

（注）

Microsoft Office Communicatorユーザが同じプレゼンスドメインを共有していない場合、それらの
ユーザに対してパーティションイントラドメインフェデレーションはできません。

ユーザの移行

ユーザが、この統合の一環として LCS/OCSから IM and Presenceに移行中の場合、次の点を考慮
します。

•詳細なユーザ移行計画, （5ページ）

•移行中のユーザ IDの保守, （8ページ）

•ユーザ移行ツールの時間に関するガイドライン, （8ページ）

詳細なユーザ移行計画

IMandPresenceおよびLCS/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーション統合は、
LCS/OCSから IM and Presenceへの段階的移行中にユーザ間で基本的な通信を実現するよう設計さ
れています。

ただし、パーティションイントラドメインフェデレーション統合により、パフォーマンス上の

オーバーヘッドが発生します。このため、IM and Presenceは、サーバあたり最大 130,000件の SIP
ドメイン内フェデレーションの連絡先をサポートします。LCS/OCSから IMandPresenceへのユー
ザ移行中に IM and Presenceサーバ上でこのフェデレーションされた連絡先のしきい値を超えない
ようにするため、詳細な移行計画が必要な場合があります。

次の計算式を使用して、上記のフェデレーションされた連絡先のしきい値を超えずにサポートで

きる、IM and Presenceユーザの最大数を見積もることができます。

最大対応ユーザ = 130,000/連絡先リストの平均サイズ

この計算式に基づいて、次の表表 1：IM and Presenceの最大対応ユーザ数 , （5ページ）は 130,000
件のフェデレーションされた連絡先のしきい値を超えずにサポートできる、IM and Presenceユー
ザの最大数を示しています。

表 1：IM and Presenceの最大対応ユーザ数

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティあり
1
）

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティなし）

連絡先リストの平均サイズ

325650200

433866150
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最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティあり
1
）

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティなし）

連絡先リストの平均サイズ

6501300100

866173375

1300260050

2500500025

1
これは、アクティブ/アクティブモードで動作している 2ノードサブクラスタを想定しています。

ご使用の展開内の IM and Presenceサーバでプロビジョニングされるユーザ数が該当の上限値を超
える場合、詳細なユーザ移行計画が必要です。シスコのサポート担当者に連絡し、詳細な移行計

画の定義を始めてください。

注意事項

1 上記の表にある最大対応ユーザ数の値は、最悪の場合の数字、つまりすべての連絡先がフェデ

レーションされている場合に基づいています。

適切な移行計画により、130,000件のフェデレーションされた連絡先のしきい値を超えずに、
最大数のユーザを IM and Presenceサーバに段階的に展開できます。

2 ハイアベイラビリティが有効な場合、各 IM and Presenceサーバは、IM and Presence 2ノード
サブクラスタ内のすべてのユーザに関連した負荷を処理できなければなりません。したがっ

て、IM and Presenceサーバごとの制限値は半分になるはずです。

3 ご使用の LCS/OCS展開内の連絡先リスト平均サイズがわからない場合、移行計画が必要かど
うか判断している場合に最悪のケース（200件の連絡先）を想定します。

4 上記の表にある最大対応ユーザ数の値は、5000ユーザの IM and Presence OVAテンプレートに
基づくHCS-7845-I3ハードウェアまたは同等のシスコ対応仮想プラットフォームを想定してい
ます。他のプラットフォームのサブセットに対する同等の数字を次に詳しく説明します。プ

ラットフォームがリスト上にない場合、シスコのサポート担当者に連絡し、アドバイスを求め

てください。

HCS-7825-H4 ハードウェア

IM and Presenceは、HCS-7825-H4プラットフォームで、サーバあたり最大 18,000件の SIPドメイ
ン内フェデレーション連絡先をサポートできます。次の表は、18,000件のフェデレーションされ
た連絡先のしきい値を超えずにサポートできる、IMandPresenceユーザの最大数を示しています。
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表 2：HCS-7825-H4 ハードウェアの IM and Presence最大対応ユーザ数

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティあり
2
）

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティなし）

連絡先リストの平均サイズ

4590200

60120150

90180100

12024075

18036050

36072025

500100018

2
これは、アクティブ/アクティブモードで動作している 2ノードサブクラスタを想定しています。

HCS-7845-H2 ハードウェア

IM and Presenceは、HCS-7845-H2プラットフォームで、サーバあたり最大 90,000件の SIPドメイ
ン内フェデレーション連絡先をサポートできます。次の表は、90,000件のフェデレーションされ
た連絡先のしきい値を超えずにサポートできる、IMandPresenceユーザの最大数を示しています。

表 3：HCS-7845-H2 ハードウェアの IM and Presence最大対応ユーザ数

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティあり
3
）

最大対応ユーザ（ハイアベイラ

ビリティなし）

連絡先リストの平均サイズ

225450200

300600150

450900100

600120075

900180050

1800360025

2500500018

3
これは、アクティブ/アクティブモードで動作している 2ノードサブクラスタを想定しています。
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関連トピック

ユーザの移行

移行中のユーザ ID の保守
LCS/OCSから IM and Presenceへの移行中、Microsoft Office Communicatorユーザは同じ ID（URI）
を保守する必要があります。移行中に同じ IDを保守する場合、次のような利点があります。

•ユーザの IDが変わらないため、ユーザのアベイラビリティ状態を維持できます。

•連絡先リストを直接 LCS/OCSから IM and Presenceにインポートできるため、ユーザの連絡
先リストの移行がさらに簡単になります。

IM and Presence URIは、Cisco Unified Communications Managerのユーザ IDと IM and Presenceドメ
インを次のように結合して構成されます。

<userid>@<domain>

ユーザが Cisco Unified Communications Manager GUIまたは Cisco Unified Communications Manager
Bulk Administration Tool（BAT）を通して手作業で追加されている場合、ユーザ作成時に指定した
ユーザ IDがユーザのLCS/OCSURIのユーザ部分と一致していることを確認する必要があります。
たとえば、LCS/OCS URIが bobjones@foo.comの場合、bobjonesというユーザ IDを持つユーザを
作成する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerが Active Directoryからのユーザと同期するよう設定されて
いる場合、Cisco Unified Communications Managerのユーザ IDへのマッピングに使用する [Active
Directory]フィールドが LCS/OCS URIのユーザ部分と一致していることを確認する必要がありま
す。次の点に注意してください。

• Cisco Unified Communications Managerは、限定された数の [Active Directory]フィールドの
userIDとマッピングします。ほとんどの場合、IDは sAMAccountNameです。

• Cisco Unified Communications Managerが userIDを sAMAccountNameにマッピングすると、移
行ユーザの LCS/OCS URIも <sAMAccountName>@<domain>というフォーマットに一致しま
す。

• Bob Jonesの sAMAccountNameが bjonesの場合、LCS/OCS URIは bjones@cisco.comでなけれ
ばなりません。

•任意の LCS/OCS URIがフォーマット <sAMAccountName>@<domain>に一致しない場合、
LCS/OCSから IM and Presenceへユーザを初めて移行する前に、それらの URIを変更する必
要があります。

ユーザ移行ツールの時間に関するガイドライン

シスコは、LCS/OCSから IM and Presenceへユーザを一括して移行できる多数のツールを提供して
います。移行計画を立てるには、多数のユーザを移行している場合に、各ツールが実行するのに

必要な時間を知っておくことが重要です。ここでは、次に示すツールごとの予想実行時間につい

て説明します。
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•連絡先リストエクスポートツール, （9ページ）

•アカウント無効化ツール, （9ページ）

•アカウント削除ツール, （10ページ）

• BAT Contact List Importツール, （10ページ）

連絡先リストエクスポートツール

連絡先リストエクスポートツール（ExportContacts.exe）は、平均毎秒 800件の連絡先（つまり、
毎分 48,000件の連絡先）の速度で LCS/OCSから連絡先をエクスポートできます。次に示す等式
をガイドとして使用し、LCS/OCSユーザセットに対するこのツールの予想実行時間を見積もるこ
とができます。

連絡先のエクスポート時間（分）= LCS/OCSユーザ数 x連絡先リスト平均サイズ/48000

次の表は、多数のサンプルケースの予想実行時間を示しています。

表 4：連絡先リストエクスポートツールの予想実行時間サンプル

連絡先エクスポート時間連絡先リストの平均サイズLCS/OCS ユーザ数

5分1002000

8分755000

19分6015000

アカウント無効化ツール

アカウント無効化ツール（DisableAccount.exe）は、平均毎秒 13アカウント（毎分 800アカウン
ト）の速度で LCS/OCSアカウントを無効にできます。次に示す等式をガイドとして使用し、
LCS/OCSユーザセットに対するこのツールの予想実行時間を見積もることができます。

アカウントを無効にする時間（分）= LCS/OCSユーザ数/800

次の表は、多数のサンプルケースの予想実行時間を示しています。

表 5：アカウント無効化ツールの予想実行時間サンプル

アカウントを無効にする時間LCS/OCS ユーザ数

3分2000

7分5000

20分15000
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アカウント削除ツール

アカウント削除ツール（DeleteAccount.exe）は、平均毎秒 13アカウント（毎分 800アカウント）
の速度で LCS/OCSアカウントを削除できます。次に示す等式をガイドとして使用し、LCS/OCS
ユーザセットに対するこのツールの予想実行時間を見積もることができます。

アカウントを削除する時間（分）= LCS/OCSユーザ数/800

次の表は、多数のサンプルケースの予想実行時間を示しています。

表 6：アカウント削除ツールの予想実行時間サンプル

アカウントを削除する時間LCS/OCS ユーザ数

3分2000

7分5000

20分15000

BAT Contact List Import ツール

IM and Presence BATユーティリティは、IM and Presenceプラットフォームに応じて、さまざまな
速度で連絡先をインポートできます。次の表は、選択した IM and Presenceプラットフォームの予
想インポート速度を示しています。

表 7：IM and Presence BAT ツールのインポート速度

インポート速度IM and Presenceプラットフォーム

6秒MCS-7825-H4/1000ユーザ OVA

12秒MCS-7845-H2

22秒MCS-7845-I3/5000ユーザ OVA

次の表は、多数のサンプルケースの予想実行時間を示しています。

表 8：BAT Contact List Import ツールの予想実行時間サンプル

インポート時間（速度 = 22 秒）連絡先リストの平均サイズユーザ数

2時間 32分1002000

4時間 45分755000
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インポート時間（速度 = 22 秒）連絡先リストの平均サイズユーザ数

11時間 22分6015000

注意事項

1 連絡先リストエクスポートツール、アカウント無効化ツール、およびアカウント削除ツール

の計算式は、2Ghz以上の CPU処理能力、および 2GBの RAMを備えたハードウェアで実行す
る LCS/OCSおよび Active Directory（AD）に基づいています。

2 ユーザ移行ツールを実行しても、Microsoft Office Communicatorにサインインしている他の
LCS/OCSユーザの機能に影響はありません。

3 あらかじめスケジュールされたメンテナンスの時間帯にユーザ移行を実行して LCS/OCSおよ
び ADシステムの負荷を減らすことをお勧めします。

DNS の設定
ドメインネームシステム（DNS）の「A」レコードは、すべての IM and PresenceおよびLCS/OCS
サーバについて、企業内で公開する必要があります。

LCS/OCSサーバは、すべての IM and Presenceサーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）および IPア
ドレスを解決できなければなりません。

同様に、IM and Presenceサーバは、すべての LCS/OCSサーバおよびプール FQDNの FQDNおよ
び IPアドレスを解決できなければなりません。

IM and Presenceでは、プレゼンスドメインが IM and Presenceサーバの基礎となるネットワー
クドメインに一致しなければなりません。

（注）

認証局サーバ

このパーティションイントラドメインフェデレーションの一環として TLS暗号化が有効になっ
ている場合、外部または内部の認証局（CA）を使用して、IM and Presenceおよび LCS/OCSのセ
キュリティ証明書に署名できます。同じ CAを使用して LCS/OCSおよび IM and Presence証明書
に署名することをお勧めします。そうでない場合、ルート証明書を CAごとに LCS/OCSおよび
IM and Presenceサーバにアップロードする必要があります。

ハイアベイラビリティ

パーティションイントラドメインフェデレーション展開で、どのようにしてアベイラビリティを

設定するか考える必要があります。

Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメイン
フェデレーション、リリース 9.0(1)    
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IM and Presenceパーティションイントラドメインフェデレーション機能を高度に利用可能にした
い場合、指定の（ルーティング）IM and Presenceノードの前にロードバランサを展開できます。
Cisco CSS 11500 Content Services Switchを使用することをお勧めします。

Cisco CSS 11500 Content Services Switchドキュメントは次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/contnetw/ps792/products_installation_and_configuration_guides_
list.html

関連項目

ドメイン内フェデレーションのハイアベイラビリティ

IM and Presenceの前提条件の設定
パーティションイントラドメインフェデレーションの設定を開始する前に、IM and Presenceで次
のタスクを実行する必要があります。

1 『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』で説明
しているように、IM and Presenceをインストールし、設定します。

2 IM and Presenceシステムが正しく動作しているか、次に示す点を確認します。

• IM and Presence Troubleshooterを実行します。

•ローカルな連絡先を IM and Presenceに追加できることを確認します。

•クライアントが IM and Presenceサーバからアベイラビリティ状態を受信していることを
確認します。

関連トピック

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

ルーティング IM and Presenceサーバに関するその他の設
定

マルチサーバ展開では、IM and Presenceサーバをルーティング IM and Presenceサーバ専用に使用
する必要があります。つまり、このサーバは LCS/OCSからすべての新しい着信 SIP要求を受け
取り、要求の受信者がホームとしている IM and Presenceサーバにルーティングするフロントエン
ドサーバになります。

ユーザは一切ルーティング IM and Presenceサーバに割り当てないことをお勧めします。これによ
りルーティング IM and Presenceサーバは、LCS/OCSからの大量の SIPトラフィックを処理する能
力を備えることができます。

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
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http://www.cisco.com/en/US/products/hw/contnetw/ps792/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/contnetw/ps792/products_installation_and_configuration_guides_list.html
CUP0_BK_I2FDDB5D_00_integration-guide-intradomain-federation-90_chapter_00.pdf#unique_17
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_installation_and_configuration_guides_list.html


ルーティング IM and Presenceサーバにはユーザは割り当てられないため、多数の機能サービスを
非アクティブ化して、ルーティング IM and Presenceサーバ上のリソースを解放できます。ルー
ティング IM and Presenceサーバで次の機能サービスを非アクティブ化します。

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Text Conference Manager

• Cisco XCP Web Connection Manager

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

• Cisco XCP XMPP Federation Connection Manager

• Cisco XCP Message Archiver

• Cisco XCP Directory Service

• Cisco XCP Authentication Service

関連項目

ルーティング IM and Presenceサーバでの機能サービスの非アクティブ化

IM and Presence機能サービスの開始
パーティションイントラドメインフェデレーションをサポートするには、次のサービスが IMand
Presenceサーバごとに実行している必要があります。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

• Cisco XCP Router

Cisco XCP Routerはネットワークサービスであるため、デフォルトで開始されます。 Cisco SIP
Proxyおよび Cisco SIP Federation Connection Managerは、開始しなければならない機能サービスで
す。

次の手順では、Cisco SIP Proxyおよび Cisco SIP Federation Connection Manager機能サービスを開始
する方法について説明します。すべての IM and Presenceサーバでこの手順を実行する必要があり
ます。

専用ルーティング IM and Presenceサーバについては、Cisco XCP SIP Federation Connection
Managerサービスをアクティブにしないでください。専用ルーティング IM and Presenceサーバ
にはユーザは割り当てられていないためです。

（注）

Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメイン
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CUP0_BK_I2FDDB5D_00_integration-guide-intradomain-federation-90_chapter_011.pdf#unique_47


手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Serviceability）]
> [ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service Activation）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]メニューで IM and Presenceサーバを選択します。

ステップ 3 次のサービスを確認します。

a) Cisco SIP Proxy
b) Cisco SCP SIP Federation Connection Manager

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
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